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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
EZONO BLEND ワンドリップ
グランプリ

パッケージに味の特徴が書いてあると買い求めやすい

酸味が少なく、苦みと⽢み、⾹りのバランスが良い

フェアトレード認証⾖を100％使⽤している

深⼊り⾖の持つコクと苦みが、⾹りとマッチしている
SDGs、地産地消、地域性といった時代性を捉えた商品
北海道⺠の嗜好に合わせて「深煎り」の味わいを実現している

⾖の産地に関する情報が消費者に伝わりにくい
調達から製品化までのストーリーをより詳細に公開してほしい
苦味が特徴的、その愛好者に向けて強調してPR出来たら尚良い

味のイメージがシマエナガからは少しわかりにくい

SNSが未活⽤、魅⼒的な商品なので発信は必須
マスメディアへの情報提供やイベント参加などが望まれる

苦味の中にもすっきりとした後味で飲みやすい

シンプルで誰でも使いやすく、⽇常使いに最適

第94回（2025年12⽉）

4.3%

審査員全員が80点以上の評価を付けました。平均では、93.6％と⾼
い評価となっています。内訳として、「⾦賞」が21％、「グランプ
リ」が78％という分布となっていてどの項⽬も⾼い評価となってい
ます。その結果からも商品⾃体の魅⼒が強く感じられる事が証明さ
れ、今回「グランプリ」受賞となりました。グラフが⾼得点に寄っ
た理由として、「北海道らしさ」と「フェアトレード認証100％」
という社会的価値を融合したブランドコンセプトが、地域性とサス
テナビリティを両⽴する強⼒な独⾃性を持っていて、その上で味の
クオリティの⾼さが多くの⼈の強い⽀持を得ています。また、アン
ケートの結果からも８割弱の⼈がこの商品に「興味がある」と答え
ている事を⾒ても当該商品の注⽬度は強みと⾔えます。

4.3%,2.2%

2.2%

2.1%

2.1%



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

全体的に⾚褐⾊の⾊合い

⾷（飲）欲を増進させ、飲み⼼地
の良さを感じさせるような彩り

興味そして⾷（飲）欲がそそられ
る茶系の⾊合い

⼀袋重さ８ℊ、横10㎝、縦12㎝

家庭⽤、個⼈⽤としても重宝する
便利さを感じさせるサイズ、

興味そして⾷（飲）欲がそそられ
る、⾵味を強く感じさせる⾒た⽬

好ましい⾹り、⾵味の良さを強く
感じさせる⾒た⽬

味わい深く、それを強く感じさせ
る奥⾏きのある匂い

素材の良さによって⽣まれた膨ら
みのある旨さ

⾵味豊かな⾹りが⾷（飲）欲をそ
そる感覚

原料のクオリティの⾼さがもたら
す充実感を感じる触り

商品のクオリティも⾼く、深みを
感じさせる、特定地域で好まれる

北海道では、⽇本のコーヒーの歴史において明治時代に北⽅警備の藩⼠の間で病気予防として広まりました。
また、北海道の厳しい冬の気候と⾷⽂化から、深煎りのコーヒーと相性が良く、それが広まるなど、独⾃の
コーヒー⽂化が形成されています。北海道⺠には、前述からも寒い気候に合わせて深煎りのコクのあるコー
ヒーが好まれる傾向にあります。これは、北海道の主要産業である酪農から作られる⽣乳、ミルクやクリー
ムと合わせても負けない⼒強い⾵味が必要となるからです。当該商品「EZONO BLEND ワンドリップ」は、
お湯を注ぐだけで味わえる⼀品で、酸味を抑えた深煎りで、北海道⺠の嗜好に合う重厚なコクと⾹ばしさを
持つブレンドです。⾹りは穏やかで⼼地良いものです。製造においても品質管理が徹底されている点も評価
できます。トレーサビリティもしっかりと⾏われていて、安⼼して楽しめる⼀品だと感じました。⼀瞥した
だけでも「興味」及び「⾷（飲）欲」がそそられました。⼤きさについても、個包装（⼀袋）重さ８ℊ、横
10㎝、縦12㎝で、家族⽤、個⼈⽤などとして使い勝⼿の良いものです。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸っぱさは殆ど抑えられていて、
感じられない
⾆にしっかりと感じられる、深み
のある苦味、上質な苦み
しっかりとした飲み応え、濃厚な
コク
深く焙煎された⽢く⾹ばしい⾹り、
芳醇な⾵味
コーヒー本来の⽢味やコクなどの
⾵味を引き⽴てる

質の良さが感じられる要素が詰
まった深煎りの味わい

癒されるような⾹りと苦みが⼝中
にて⽴ち上がる

⼀⼝⽬から感じられる味わいが⼼
地良く⼝触りが良い

⾹りが味わいを強める温かい印象

独特のしっとりとした⼝触り

飲み応え良く⼼地良い若⼲の粘性
も感じられる
⻭応えも良く、⻭触りの⼼地良い
染み⼊る⾷感

苦味と旨味と⽢味の絶妙なハーモ
ニー

特徴が⽣かされ、⾷べ（飲み）応
えの良さを感じる

北海道⺠の嗜好に合わせた上で、気軽に飲める形で提供されています。⼝にした瞬間、酸味が強すぎず、コー
ヒー初⼼者にもお薦めだと思いました。酸味を抑えた深煎りで、地元の嗜好に合う重厚なコクと⾹ばしさを持
つブレンドです。⾖はフェアトレード認証⾖を100％使⽤しており、その⾹りは穏やかで⼼地よく、冷めても
苦味が穏やかに残る味だと思いました。⾹り⾼く酸味が少なく、苦みと⽢み、⾹りのバランスが良いと感じま
した。トレーサビリティもしっかり⾏われていて安⼼して飲める⼀品でした。基本五味の中、⾷材を⽣かす
酸っぱさ「酸味」は、抑えられており殆ど感じられなかったのですが、⾆にしっかりと感じられる、深みのあ
る上質な苦み、それが奥⾏きを与えて全体の味を引き締めている「苦味」、しっかりとした飲み応え、濃厚な
コクの「旨味」、深く焙煎された⽢く⾹ばしい⾹り、芳醇な⾵味の「⽢味」、コーヒー本来の⽢味やコクなど
の⾵味を引き⽴てる「塩味」が実感できました。この五味のバランスの良さが、⽼若男⼥を問わず多くの⼈が
「好ましいもの、美味しい」と感じる理由となります。コーヒーの味にはそれぞれの地域、年齢、性別などで
好みがありますが、道外での更なる購買層の拡⼤が⾒込める⼀品だと考えます。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⾹り⾼く酸味が少なく、苦みと⽢み、⾹りのバランスが良い、
すっきりした後味の飲み易い⼀品です。深煎りの苦味とコク、
カカオのような華やかさと奥深さが余韻として⻑く続きます。

酸味を抑えた深煎りで、北海道⺠の嗜好に合う重厚なコクと⾹
ばしさを持つブレンドだと思いました。

深煎りながら後味がすっきりという特徴を持つ⼀品で、北海道⺠
には⽋かせない⾷習慣、好みにあった深みのある苦味の⼀品です。

コーヒー器具が無くとも、⼿軽に本格的な⼀杯が楽しめ、現代
⼈の多忙な⽣活の中でもシンプルで使い易く、⽇常使いに最適
な⼀品です。

五味 評点
酸味 2
苦味 5
うま味 4
⽢味 2
塩味 2

広義の味 評点
ほっとする味 4
濃厚な味 5
素朴な味 4

⼼⾝にしみる味 3
癖になる味 5

五感 評点
視覚 4
聴覚 3
触覚 3
味覚 5
嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

フェアトレード認証コーヒー100％使⽤は、品質と社会的価値を両⽴する強⼒なニュース性を持っています。
そして、北海道⺠の嗜好に合わせて酸味を抑えた「深煎り」の味わいを追求し、実現している点が素晴らしい
です。封を開けると深いチョコレートの⾹りがとてもよく、深⼊り⾖の持つコクと苦みが⾹りとマッチした⼀
品です。ただ、味で選ばれるブランドを確⽴する為には、深煎りながら後味がすっきりという特徴を、より具
体的に伝えるべきだと考えます。 「苦みと後味のキレ」など、⼼理⾯からも味覚訴求の強化が必要です。

フェアトレード関連イベントなどでの発信を通じて、企業理念と商品を⼀体的に伝えている点が好印象を受け
ます。組織的にも地域密着型の社員教育がしっかりと成されており、顧客信頼の基盤が確⽴されています。ま
た、クレーム対応窓⼝と合わせ問い合わせ相談窓⼝も設けられていて、購買者へのホスピタリティも強く感じ
ます。ただ、広告予算が「なし」、広報専任部署やSNS運⽤が「ない」状況は、ブランドの成⻑と情報の停滞
を招きます。シマエナガのデザインを活かし、「北海道のコーヒー⽂化」を伝える発信は必須だと考えます。

「SDGs」「地産地消」「地域ブレンド」といった時代性を捉えた商品で、ギフト・オフィス・観光市場の需
要に合致しています。ただ、北海道⺠以外の⼀般消費者にとっては価格の根拠がやや伝わりづらいです。コー
ヒー⾖への拘りや違いをパッケージ表記やサイトなどで説明するなど価値訴求が望まれます。フェアトレード
や焙煎⼯程の価値を、パッケージやWeb上で分かりやすく説明する⼯夫が必要です。そして、定期購⼊やサブ
スクリプション型販売を導⼊すれば、リピーター育成、拡⼤に、効果的だと考えます。

パッケージにシマエナガのイラストを採⽤し、ナチュラルで温かみのあるデザインが好ましく、また、ワン
ドリップ仕様が使い易く、ギフトや観光需要にも対応できる点が優れた北海道らしいシマエナガのデザイン
が愛らしく、思わず⼿にとってみたくなる北海道⼟産としても喜ばれそうな商品です。ネーミングも「蝦
夷」をあえて英語表記にすることでブランド価値を感じさせています。ただ、⾼級感を意識したデザインは、
やや落ち着きすぎており、若年層や観光客にとって印象が薄く感じられる可能性を感じます。

北海道の商品との事で既にアドバンテージを感じます。「北海道らしさ」と「フェアトレード認証100％」
という社会的価値を融合したブランドコンセプトは、地域性とサステナビリティを両⽴する強⼒なプラスと
なる独⾃性を持っています。また、深煎りの味わいとシマエナガのデザインで地域へのリスペクトを表現し
ている点も優れています。当該商品は、地域⽂化・サステナビリティ・⼿軽な体験という3つの価値軸を併せ
持っており、感度の⾼い消費者層・観光客・ギフト市場に対して訴求⼒が⾼いと考えます。

北海道ならではの深煎りに拘っている点が素晴らしいです。フェアトレード認証⾖100％を使⽤し、農薬検
査も実施しており、安全性と倫理性が⾼いと思います。保存料・着⾊料も不使⽤であり、品質・衛⽣管理体
制が整備されている点も信頼に値します。そして、環境負荷を抑えた調達⽅針も社会的評価を⾼めています。
更に今後、パッケージ裏⾯やWebで「抽出⽅法」「ベスト温度」「淹れた後の⾹りと味わいの期待値」を短
く⽰すことで、安⼼＋満⾜度が⾼まると考えます。
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94%

95%

95%
92%

92%

99%

全要因において、92％以上（平均約94.5％）という⾼得点でバラン
スの良い結果となっています。味や⾹りなど五感からなる商品⾃体
の魅⼒を表す『内部的要因』は、味覚や⾷感などで魅⼒を感じるも
のとして94％の⾼い評価となりました。ネーミングやパッケージか
ら構成される『外部的要因』についても95％、市場、トレンドから
構成される『市場要因』についても消費者のニーズに充分に応えら
れる商品であるとの認識で95％となっています。そして『マネジメ
ント・PR要因』についても、今後の宣伝、販売活動の更なる強化な
どにより市場を更に拡げられる可能性を持つ事への期待度が⾼く
92％の評価となりました。また、『ブランディング要因』も、独⾃
性の⾼い訴求ポイントを有する商品として同様に92％の評価を獲得、
『素材・安全性・その他』については、商品の拘りが⼗分に理解さ
れ99％との⾮常に⾼い評価となりました。

当該商品「EZONO BLEND ワンドリップ」は、北海道を象徴するデザイン、深煎りという嗜好、フェ
アトレードという倫理的価値を⼀体化したブランド構成が明確で、企業理念「味で選ばれるブランドを⽬
指す」に基づく品質第⼀主義が、⻑期的な信頼形成に寄与していて、地⽅発のコーヒーブランドとして独
⾃性がしっかりと確⽴されています。また、 「北海道らしさ」と「フェアトレード認証⾖100％」という
社会的価値を融合したブランドコンセプトは、地域性とサステナビリティを両⽴する強⼒な独⾃性を持っ
ています。深煎りの味わいとシマエナガのデザインで、地域へのリスペクトを表現している点も素晴らし
いです。

ただ、未だ少し改善の余地があるとも考えます。購買者の視点から気になったのは、「味で選ばれる」
ブランドを⽬指す為には、「深煎りながら後味がすっきりという特徴」を、より具体的に伝える必要があ
ります。現在、その為の、広報活動が全く成されていない事については、考慮の余地があると考えます。
元々、SDGｓに配慮された話題性のある商品ですので、プレスリリースなどでマスメディアへの情報提供
やコンセプトに合ったイベントへの参加などプロモーションは必須と思われます。
ご検討頂ければ幸いです。
更に「開発エピソード」や「⽣産までの苦労話」を商品ストーリーとして、消費者に発信する事により、

商品価値を⾼め差別化を可能とします。「どんな⼈が作っているのか知りたい」など消費者の想像⼒を刺
激させ「消費者が共感できるポイント」を確⽴する事が更なる知名度アップ及び販売拡⼤への重要なカギ
となります。当該商品 は、それ⾃体、完成度が⾮常に⾼い商品です。
これからも商品の持つ可能性の更なる向上を期待しています。 
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